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１．はじめに 
 国際交流基金による「海外日本語機関調査」によれば、インドネシアの日本
語学習者数は、 2006年度では 27.3万人で第 4 位であったが、続く 2009年度の調
査では、 162.7 ％増となる 71.6万人で第 3 位、 2012年度調査では、 87.2万人ま
で学習者数は増え世界第 2 位、最新の調査となる 2015年度では、 74.5万人に減
ったものの第 2 位となっている。また 2016年 9 月には、東南アジアでは初めて
となる日本語教育国際研究大会（ ICJLE ）をバリにておこなうなど日本語教育
が盛んにおこなわれている国の一つである。後期中等教育（高校）では、第二
外国語として学ばれていることから、学習者数の大部分を占めている（表１ ）。  
   
表 1   学習者数  内訳（国際交流基金 2015年度日本語教育機関調査結果より
引用） 
 
教育段階 学習者数 割合 
初等教育  6,504  0.90%  
中等教育  703,775  94.50%  
高等教育  26,981  3.60%  
その他  教育機関  7,865  1.10%  
合計  745,125  100.00%  
 
 国際交流基金の 2012年度日本語教育機関調査では、中等教育のネイティブ
（日本人）教師の割合は 2.8 ％となっており、高等教育では 8.2 ％となってい
る。中等教育の教師のほとんどがネイティブ教師ではなく、インドネシア人日
本語教師（以下 IJT ）であり、インドネシア国内の日本語教育を支えているの
は、そういった IJT であると言える。しかしながら、高等教育機関においては、
学部を教える場合には修士号 (S2)、大学院を教える場合には (S3)を取得する必
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要がある一方で、中等教育では「非正規雇用教員の多さが問題となっている」
（株式会社オリエンタルコンサルタンツ 2014年度調査）とされており、教師の
質を高めるために IJT に向けた研修や勉強会、 IJT の意識調査などがおこなわ
れている。 
 
２．先行研究 
 インドネシアの中等教育機関における日本語教育は、国家教育カリキュラム
に大きく影響されることは松本 (2014)、古川他 (2015)、八田 (2017)が述べてい
るように明らかである。国家教育カリキュラムは日本でいう「学習指導要領」
のようなものであり、古川他 (2015)では、「就学前教育から高等教育までの教
育の目標や内容・方法・評価のあり方を決定するものである 。」 と述べている。
実際に最初に挙げたように 2006年調査から続く 2009年調査では急激に増えてい
るが、これは八田 (2017)によれば 2006年カリキュラムで、第 2 外国語が必修と
なったことが影響し、 2015年調査で学習者が減っているが、これも 2013年カリ
キュラムの影響を受けているといえる。 
 また、日本語の授業がどのような扱いとなっているかだけでなく、どのよう
な授業をおこなうべきかという選択にも大きな影響を与える。藤長他 (2006)は、
1994 年カリキュラムから 2004年カリキュラムへの変化を次のようにまとめて
いる。 
 学習時間についても、これまでのカリキュラムとは違い、標準学習時
 間という扱いになっており、学校裁量で変えることができる。また、
 教授法についてもとくに指定されておらず、教育内容・教育方法の両
 面で、教師裁量の部分が広がったことが特色となっている。これは、
 インドネシアの教育行政の地方自治化にあわせた動きでもあり、教師
 は、地域や学習者のニーズを探り、学習活動を計画し、実施し、評価
 するという、より主体的な役割が求められるようになった。 
 
 このようなカリキュラムの変化に合わせて、教師向けの勉強会や研修が国際
 4 
 
交流基金ジャカルタ日本文化センターなどにより行われており、教師の質の向
上に貢献している。しかしながら、藤長他 (2006)では、高校教師の日本語能力
不足を指摘しており、 
  
 教師が最低限、基礎的な文法知識、日常的なやりとりを行う上で必要
 な語彙・表現を網羅している日本語能力試験  4 級レベルの運用力を
 身に付けることを意味する。本文中でもたびたび述べているがこのレ
 ベルに到達していない教師がインドネシアではかなりの数存在する。
 これらの教師のためにはレベルに合った研修の機会を継続的に提供し
 ていく必要があるだろう。 
 
と述べている。これらの研修の多くは、 IJT の日本語力向上を目指しているが、
日本語教授法や、教材開発といった取り組みをおこなっている。ハリ (2015)は
日本語能力の不足、教師不足が悪循環し、さらには、理想的な学習環境づくり
や教材をうまく扱えないといった問題にも関係していると考えている。 
 以上のように、先行研究でおこなわれている IJT への研修は IJT の日本語能
力不足および、人材不足といった根本の解決に至っていない。 IJT の能力不足
を指摘しているものの、それを IJT が自覚していても人材不足による激務で、
知識をインプットする余裕がないといった悪循環を解消するためには、教師に
なる前、つまり教師を目指す大学生を対象に、日本語能力の向上および教師と
しての能力の向上図る必要があるだろう。 
 
3．研究目的 
 上で述べたように、インドネシアの日本語教育事情を考えた際、 IJT の質を
向上させるためには、 IJT として活動する以前に、日本語能力を向上させてお
く必要がある。 
 そこで、本論文は、日本語能力が不足していると言われているが、いったい
どのような誤用が起きているのかを明らかにし、その原因を探ることで、日本
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語能力の向上につなげることを目指す。また、教師を志す学生がおこなってい
る日本語や日本文化に関する活動を観察し、その問題点を明らかにし、教師活
動へ活用する。以上の 2 点を探ることで、 IJT の能力の底上げに貢献し、イン
ドネシアが抱える日本語教育の悪循環を和らげたい。 
 
4．研究方法 
4.1 研究対象 
 国際交流基金調査では、インドネシアでは現在11の大学で 4 年制日本語教育
専攻の学科・プログラムがある。その中の一つであるインドネシア教育大学
（以下 UPI ）と筆者が所属する首都大学東京（以下 TMU ）は 2012年度、 2014年
度、 2015年度、 2016年度及び 2017年度と日本学生支援機構（ JASSO ）の派遣プ
ログラムで「首都大学東京・インドネシア教育大学の研究交流プログラム」と
して学生を派遣している。このプログラムでは、 UPI の大学院生との研究交流
のほか、学部の授業見学、教壇実習といった日本語教育に関わる研修をおこな
っている。 
 筆者はこのプログラムの参加者であり、 UPI に計三回訪れている。 
また、別のプログラムでは、 UPI の大学院生を TMU に招き、研究交流活動等を
おこなっている。 UPI の大学院生は現役の高校教師をしている者や、志す者が
多く、学部生においても、 4 年次には、高校へ実習に行き、教壇に立っている
者も多い。 
学部の卒業生の進路では、 2007年には47名のうち25名、 2008年には73名のうち
40名、 2009年には78名のうち32名が高等学校や大学、民間の日本語学校の日本
語教師となっている（アフマッド 2010の資料より ）。  
 以上のようなことから、将来高校で IJT として活躍するものを多く輩出する
可能性があることから、 UPI の学生を研究対象とし、その活動と日本語能力を
探る。 
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4.2 教師の能力に関わる調査 
4.2.1 聞き取り調査 
 学生が主体的におこなっている活動について、聞き取り調査をおこなった。
UPI の日本語学科には「 Himabaja」と呼ばれる学生会組織があり、そのメンバ
ーである学生を対象に聞き取り調査をすすめた。主に、活動の運営に関して聞
き取りをおこない、組織やメンバー、活動内容の決め方 
 
4.2.2 参与観察 
 筆者がプログラムに参加している間、 UPI の学部生がおこなっているクラブ
活動に参加し、その活動を観察することができた。これらの活動は、学生が主
体となって取り組んでいるものであり、教師がその場にいて指導等をすること
はなく、学生が主体となって日本語・日本文化に関するクラブ活動をおこなっ
ていった。観察された活動には、ほぼ毎週おこなわれる活動と、それらのクラ
ブ活動に比べて、頻度は落ちるものの、定期的に行われる活動があることがわ
かった。クラブ活動は以下のようなものが挙げられる。「習字会 」、 「ジャパ
ンクラブ 」、 「大正琴 」、 「勉強会 」、 「会話会 」。 筆者はそれらの活動に参
加し、将来の教師としての活動に大いに役立つものや、改善するとよりよい活
動となるものを観察することができた。 
 
4.3  日本語能力に関する日記分析調査 
 プログラムでは、 UPI の先生方と交流する機会も多く、その中である先生が
作文の授業で学生に書かせた日記課題を見せてもらうことができた。その日記
は、学部二年生に課した課題であった。日記ということで、個人の名前等が出
てくるため、必要に応じて伏せることで個人の特定ができないように配慮する。 
また、日記自体は手書きで書かれているものであるが、本論文で扱うデータは、 
筆者が打ち込みデータ化したものである。手書きのため、表記のミスが起こっ
ている。その際、字として存在しないものが出てしまっているため、必要に応
じ筆者による補足を加えている。 
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（例）※部（へんとつくりが逆さ）屋 
 
5．調査結果 
5.1 学生主体活動の運営 
 先ほど述べたように「 Himabaja」と呼ばれる学生会組織のメンバーに聞き取
り調査をおこなった。まず、学生組織の仕組みについて述べ、その後、どのよ
うに運営をしているか述べていく。 
  
5.1.1  UPIの日本語学科の学生会組織の仕組み 
UPI の日本語学科には「 Himabaja」と呼ばれる学生会組織があり、先に挙
げたような学生活動を企画している。「 Himabaja」の下には、「教育省」と呼
ばれる教育に関する活動を行う部門や、「 Mikat 」と呼ばれる部門があり、大
正琴や日本の踊りなど日本文化に関する活動を行う部門がある。また、「 PSDM」
と呼ばれる部門では、「 Himabaja」の活動を紹介する広報イベントをおこなっ
ている。 
クラブ活動はそれぞれの部門の下に置かれ活動をしている。 
「教育省」の下に「習字会」や「勉強会」がある。また、「勉強会」はさ
らに「日本語能力試験クラブ」「ジャパンクラブ」といった活動に分かれる。 
クラブ活動とは別に、「 Himabaja」では、「 Japanzuki Show 」というイベ
ントの企画運営を行っている。これは、西ジャワの高校生を対象に、 UPI でス
ピーチコンテスト、朗読コンテスト、習字コンテストをおこなうイベントであ
る。大きなイベントであるが、この企画運営も UPI の学生がおこなっており、
資金集めをするために、日本の食べ物を UPI の学生に売るなどしている。この
ように、 UPI の日本語学科には、しっかりと組織された学生会があり、積極的
に活動をおこなっている。それぞれの活動の詳細については後述する。 
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           図 1 学生組織の仕組み 
 
  
5.1.2 学生活動の担当者 
 上記のような学生組織によって、学生活動が運営されている。それぞれの活
動の担当者は決まっており、一年間の計画などを考える。担当者は「 Himabaja」
の活動をしているものの中から学生会の会長による指名を受けたものや、
「 Himabaja」での日頃の活躍が認められたものがなることができるという。担
当者になるために研修が学生たちのあいだでおこなわれ、その研修を終え、周
囲からみとめられて合格すると、実際に担当者としての活動できるようである。 
 担当者は実際にどのような活動をおこなうかを考えることができ、リーダー
としての経験を積むことができる。 
 担当者の活動例としては、「会話会」における活動内容の決定及び、進行役、
タイムキーパーといったものである。これは日本語の授業においてロールプレ
イをおこなう際の教師の役割と似ており、教師の擬似的な体験をすることがで
きる。 
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5.2 学生主体活動の内容 
 UPI で観察した学生主体の活動の概要をまとめる。ここでは、 UPI で実際に
活動に参加および見学したものについて取り上げる。参加および見学をした学
生活動は、教育省がおこなっている「習字会」「ジャパンクラブ」「日本語能
力試験の勉強会」「会話会」などの日本語に関する活動、 Mikat がおこなって
いる「大正琴」「日本の踊り」の日本文化に関する活動である。これらの活動
に加え、 PSDMがおこなっている広報活動としてのポスター作りや、日本語や日
本文化とは関係ないものの「運動会」といったスポーツの活動も観察すること
ができた。 
 
5.2.1 教育に関する分野 
 上記の学生活動の中で、教育分野に関わるものがいくつかある。教育省がお
こなっている「習字会」「ジャパンクラブ」「日本語能力試験の勉強会」「会
話会」のそれぞれの活動について報告していく。 
 
 
 
（あ）習字会 
 習字会は週に一度おこなっている。日ごろから部員として活動している学生
のほかに、習字をしたことがない学生も参加することができる。日本語学科の
学生はもちろん、その他の学科の学生も参加していた。 
 今回の活動では、 TMU や他の日本の大学から留学している日本人の学生が 6
名参加し、 UPI の学生は15名ほど参加しており、計20名ほどで活動をした。 
活動の流れは、二時間の活動ので、各自好きな言葉を選び、お手本を見な
がら新聞紙に練習する。その練習に約30分を使って、最後に半紙に清書してい
くというものであった。お手本は日本の小学校や中学校で使われている「書写」
の教科書や、それらのコピーが多く用意されており、はじめて習字をするとい
う学生は「永」の漢字、普段から活動している学生は「理念」や「三重」とい
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った画数の多い漢字を練習し、清書していた。 
 また、学生のクラブ活動ではあるが、活動に参加した日には、夫がインドネ
シアで働いているため、バンドンで暮らし、バンドンの婦人会に参加している
という日本人女性が二人、講師として参加していた。筆の入れ方や姿勢など、
習字に必要な基礎を教えており、練習用の新聞などを寄付するなど活動を支え
ているようであった。しかし、すべての学生に講師が指導するというわけでな
く、部員は、はじめて参加する学生に寄り添い、見本をみせるなどもおこなっ
ていた。 
    
   
           図 2 習字会の作品例 
 
（い）ジャパンクラブ 
 ジャパンクラブは日本語学科およびそれ以外の学科の学生に日本文化や日本
語について紹介する活動をおこなっている。今回参加した際には、日本の自己
紹介をテーマに、どのような会話がされているのかを説明し、その練習を担当
者が講師となりおこなっていた。また、 2015年度では、関西弁講座を同様に担
当者が講師となり、ほかの学生に説明、練習をおこなっていた。講師となった
のは、 2 年生の学生であり、そのサポートに 3 年生の学生がついていた。日本
語学科の学生が多く参加していたが、それに加えて日本語学科以外の学生も参
加していたため、説明は日本語ではなく、インドネシア語中心でおこなわれた。  
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 また、教材として、国際交流基金の「 WEB 版 エリンが挑戦！にほんごでき
ます 。」 （ https://www.erin.ne.jp/id/）のインドネシア語版を利用していた。
自己紹介の文を紹介し、練習するだけでなく、日本の文化として、自己紹介の
際の名刺交換を紹介し、活動に取り入れるなど工夫をこらしながら活動をして
いた。実際の名刺はなかったため、ノートを切ったものに名前を書き代用して
いた。活動にはインドネシア人が10名程度、日本人が 2 名参加し、活動時間は
二時間程度であった。活動の最後には、参加者から感想をもらい、次の活動へ
と活かしているようであった。 
 教材としては前述したように「 WEB 版 エリンが挑戦！にほんごできます 。」
のインドネシア語版を用いていたが、それ以外にも講師がモデル文を自作し簡
単な教材として使用していた。教材は漢字仮名交じり文と、日本語学科以外の
学生用にローマ字を併記したものを練習のために用いていた。これも教師とし
ての疑似体験につながり、教授能力を高めることにつながる。しかし、モデル
文には誤りがみられた。名刺交換をするという文脈の中で、「こんにちは」と
いう挨拶を入れていたが、「こんにちわ」と表記されていた。この誤りについ
ては、表記のミスであり、さほど問題にはならないが、講師をしている側も学
習者であるということで、教壇にたったときにこのような間違った日本語を教
えかねないということが推測される。 
 
( う) 日本語能力試験の勉強会 
 勉強会の一環としておこなっている「日本語能力試験（ JLPT）の勉強会」に
も参加することができた。活動は次回挑戦を考えている日本語能力試験のレベ
ルをN2からN5選んでそれぞれグループを組み、模擬問題を解いていき、その後、
答えあわせをするという形で進めていた。講師となる担当者が 6 名おり、その
うちの 2 名が全体のしきりをおこない、残りの 4 名が各レベルに分かれ、進行
役を務めた。進行役は既に担当するレベルを合格している学生が務め、進行お
よび問題の解説をおこなっていた。各グループの参加者は 4 名～ 6 名程度で、
全体で約25名が参加していた。勉強会の進め方は、講師が作成した模擬問題を
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解いていくというものであった。N2レベルのグループでは、文法問題を中心に
おこなっており、N4レベルでは、語彙の問題もおこなっていた。参加していた
学生はN5レベルに 1 年生が多く参加しており、 N2N3には 3 年生が多く参加して
いた。 
 使っていた模擬問題は講師である担当者が作成した問題であり、助詞や表記
の誤り、答えが複数選べてしまうものがいくつかみられた。以下、その例を挙
げる。 
 
 （ a ）  まずは  けいさつかんへ  行ってください。 
   1 いって  2 おこなって  3 ゆって  4 きて 
 
 （ b ）かんじは、むずしかったですが、マンガを「  ４  」も読んで
  いたら、かんたんなかんじは覚えていました。 
   １  いくつ  ２  何さつ ３  何ど  ４  一足 
 
 （ c ）経験をお積りになって、一人前になります。 
  １．おつもり  ２．おまもり  ３．おきり  ４．おとり 
 
 （ d ）  ここに  きれいな  じょせいが  たくさん  います。 
  1 ここに  きれいな  じょせいが  すくないです。 
  2 ここに  きれいな  じょせいがたいへんです。 
  3 ここに  きれいな  じょせいが  すこし  です。 
  4 ここに  きれいな  じょせいが  おおい  です。 
 
 （ a ）はN5の問題にみられたもので、「まずは警察へ行ってください」とす
べきものを「警察官」としてしまっているものである。問題は「行って」の読
み方を答えるものであるため、直接的な影響はないものの誤った問題文となっ
ている。 
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 （ b ）はN4にみられた適語選択形式の問題である。４つの選択肢の中から正
しいものを選ぶのだが、 b-1) b-2) b-3) のようにすべて文を作ることができ、
複数の答えを選択することができてしまう。進行役は b-2)の「何冊も」を正答
として解説をおこなっていたが、参加した学生からも特に質問もなく次の問題
へと移っていた。 
 
 b-1)マンガをいくつも読んでいたら、簡単な漢字は覚えていました。 
 b-2)マンガを何冊も読んでいたら、簡単な漢字は覚えていました。 
 b-3)マンガを何度も読んでいたら、簡単な漢字は覚えていました。 
  
 （ c ）はN3の問題にみられたもので漢字の正しい読み方を選ぶ問題である。
「経験を積んで、一人前になります 。」 とすべきところであるが、「経験をお
積りになって」というように問題文が不自然な日本語になってしまっている。
選択肢には「おつもり」があるため、正答を選ぶ分には問題ないが、実際の日
本語使用とは異なっているため、注意すべきである。 
 （ d ）はN5の問題で、問題文と同じ意味になっているものを選ぶという問題
である。「綺麗な女性がたくさんいます 。」 という動詞文を形容詞文で表すと
どうなるかという問題であるが、選択肢の日本語が不自然なものとなっている。
問題にしているところが「すくない」「たいへん」「すこし」「おおい」とい
った語彙の問題であり、正答を選ぶことに影響はないが、「ここに～です」と
いう形ではなく、「ここには～です 。」 というようにしなければならない。 
 （ a ）（ c ）（ d ）のように答えを選択するのに関係のない誤りであればい
いが、（ b ）のように答えの選択に影響を与える誤りが他にもいくつかみられ
た。それらに関しては活動を観察していた TMU の学生がその場で気づいたもの
はフィードバックをおこなった。仲間同士で事前にチェックをしていれば気付
くことができたかもしれないが、残念ながらそのような習慣がないようであっ
た。 
 以上のような問題に加え、解説にも多少の問題が感じられた。それは、講師
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自身も学習者であるため、十分な説明ができなく、インターネットで調べるな
どして対応する場面が見受けられたことである。 
 
 （ e ）物置の隅で、埃＿＿になっている古い人形を見つけた。 
  １．ぐるみ  ２．まみれ  ３．がらみ  ４．ずくめ 
  
（ e ）はN2の模擬問題でみられたものであるが、進行役がこの問題を解説する
際、答えはわかっているものの単語の意味の解説ができず困っていた。そのた
め、「ずくめ」という語はどういう意味か、どうやって使うのか TMU の学生に
尋ね、その学生が進行役の代わりに解説をおこなっていた。 
 これらのように、勉強会の活動は、学習の姿勢としては非常に良いものであ
り、評価すべきものになっていると思われるが、内容の正確性といったところ
や、講師役の準備のあまさといった課題となる点もみられた。 
 
       図 3 UPI の学生が作成した JLPT模擬問題  
 
 
( え) 会話会 
 会話会は月に一回の目安でおこなわれるもので、すごろくの目に話すテーマ
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が書かれており、止まったテーマを話しながらゴールを目指し、楽しみながら
日本語会話を練習する活動である。多くの場合、普段ネイティブと話す機会が
少ないということから、 UPI に来ている日本人に参加してもらっているようで
ある。日本人が参加できないという場合もある。今回の活動では、 2 名の担当
者が仕切り、 TMU の学生を含め日本人が11名、 UPI の学生が30名ほど参加して
いた。活動時間は 2 時間ほどで、多くの学生が参加し、各々積極的に日本語を
話していたように思われる。 TMU の学生は UPI 学生の誤用訂正や質問をして話
を広げていき発話を増やすなどのサポートをおこないながら参加していた。 
すごろくの目には「インドネシアの料理はどう思う」「過去に戻れるとしたら
いつに戻りたい？」「どんな人と結婚したい？」というようなテーマが用意さ
れており、それらは担当者が考え、作成した。担当者がそれらの作成の準備を
おこなっていたときに「日本人に恋愛の話を聞くのは失礼か」という質問をさ
れた。そのように、配慮をしながら、楽しめるように工夫をしていたことがわ
かった。これは、教師になったときにも学習者を飽きさせない授業を考えると
いう意識にもつながり評価できる。 
 話題の選定については配慮がみられ、工夫を凝らしていたが、作成されたす
ごろくの目をみると、「子供の時に忘れられない経験」「子供の時誰かとよく
遊ぶ？」「一億ドールがあったら、何をかいたい？」という書き方がされてい
た。このように誤った表現や表記がみられるといった課題も残っている。活動
の中で、これらのマスの誤りを訂正していきながら進めていくグループもあり、
楽しみながら日本語を勉強することができていた。普段は日本人と会話をする
チャンスがあまり多くないことから、積極的に参加する学生が多いようであり、
日本人が来るときには、特別に会話会を開くなど日本人と話す機会を楽しみに
しているようである。 
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           図 4  すごろくの目 
 
5.2.2  文化に関する分野 (Mikat)  
 次に、文化に関する分野の活動をみていく。「 Mikat 」の活動でみることが
でたものは、「大正琴」と「日本の踊り」である。はじめに「大正琴」につい
て、その後、「日本の踊り」について述べていく。 
 
( お) 「大正琴」 
 大正琴は、簡単な鍵盤がついており、鍵盤をおさえながら、ピックで弦を弾
き演奏していく、大正時代に発明され流行した楽器である。大正琴の活動は、
週に 1 回、 2 時間ほどの練習をおこなっていた。活動は 2 回見ることができ、
1 回目の活動では、部員が大正琴の練習をしており、 2 回目では、体験してみ
たい学生を集め、部員から弾き方を教わり演奏するというものであった。大正
琴は全部で 5 台ほどあり、寄付されたもののようである。また、演奏用の楽譜
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は、「上を向いて歩こう」や 2000年代の J-POP の曲がいくつか用意されていた。 
（か）「日本の踊り」 
 「日本の踊り」クラブでは、その名の通り、日本の踊りを練習しているもの
だが、伝統舞踊のようなものではなく、現代風にアレンジされた「よさこい」
であった。週に一回、男女の部員が約15名で活動しており、教室を使って練習
していた。今回練習していたのは、「よさこい」ということであったが、アニ
メやアイドルなど日本のサブカルチャー文化に興味がある学生が集まり、アニ
メに関するダンスやアイドルの曲の振付などを練習している。このように、日
本の文化に興味のある学生も多数見受けられ、精力的に活動している。
「 Himabaja」が主催する「 Japanzuki Show 」でもこれらの踊りやコスプレとい
ったポップカルチャーを取り上げており、日本文化、特にポップカルチャーへ
の興味関心の深さが日本語への関心にも大きく影響を与えているように思われ
る。これらの活動をしている学生の中には、まるでアニメのキャラクターのよ
うな日本語の発話があり、非常に表現能力の高い学生が多い。しかし、そうい
った表現能力には長けているが、発話の正確性がなおざりになってしまってい
る面がみられる。例えば、カジュアルな場面での会話練習で、アニメで使われ
る表現を知識として身につけているために二人称に「貴様」といった語を用い
てしまうことなどがみられた。 
 
5.2.3 その他の活動 
 今までは、教育に関する分野、文化に関する分野の活動を紹介してきた。そ
の他にも、日本語学科の建物に貼るイベントの広告ポスターを作成している学
生や、フットサルやテコンドーといったスポーツをおこなう運動会といったも
のがある。ポスター作りは、 9 月ということもあり、新年度がはじまった時期
であったため、新入生を歓迎するために作っており、インドネシア語ではなく、
日本語で作成されていた。その他にも、イスラム教について話し合い、勉強を
するといった活動や、一週間ほど共同生活を送るといった活動を学生が主体と
なっておこなっている。 
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5.2.4 主体活動のまとめ 
 以上のように UPI の日本語学科における学生活動について観察できたことの
報告をおこなった。日本語学科での、日本や日本語に関する活動は大きく分け
て、教育と文化に分けられる。その中でも、 UPI が教育大学であるということ
もあり、教育に関する分野での活動は、学生自身が講師となって、他の学生に
教える形でおこなわれており、非常に興味深いものであった。これらの活動や
組織運営を考えると UPI の日本語学科でまるで一つの教育機関を作っているよ
うである。これらの活動を通し、 UPI 生の日本、日本語への関心が高まり、さ
らには、日本語力及び日本語教授力の向上に大きく貢献するものであり、彼ら
の力を高めているといえるだろう。 
 一方で、改善されるとより一層よい活動となるような課題もみることができ
た。 UPI 生たちがおこなう勉強会は、担当者が主に調べたり、勉強したりした
ことを伝えるといった、「知識伝達型 」、 「教師主導型」といったスタイルで
ある。もちろん、それも効果があり、よい活動であるが、こうしたスタイルの
授業では、教えるべき知識を確実に伝達できる技術があるかという教師として
の資質がはかられることになる。それに加え、先に指摘したように、講師とし
て担当するものにもまだ知識に不安があるものもいる。それらのことから考え
ると、こうした「教師主導型」の勉強会よりも効果的となるスタイルを模索す
る必要もあるだろう。これは、インドネシアの日本語教育が変わっていったよ
うにそれと同じような流れで進んでいるように見える。 
上記のような活動の仕方に加え、活動の準備の段階でも改善されるとよい
ものがみられた。「ジャパンクラブ」「日本語能力試験の勉強会」「会話会」
のどれにおいても、誤った日本語の使用がみられた。これも、日本語能力不足
の IJT が教えているのと同じような形になっている。実際の IJT と同じように、
日本語能力が不足したままでなく、ネイティブチェックなど母語話者の協力を
受ける重要性に気付くことによって、より質の高い活動になる。それらを依頼
できる日本人が少ないことは、現状のインドネシアの日本語教育とおなじであ
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るが、そこからネイティブチェックを受けるというちょっとした習慣をつけて
もらいたい。 
筆者が活動を通じて気付いた問題としては、日本語能力の不足は本人たち
も気づいているが、対策をせずそのまま進めてしまっている節がある。続けて
しまうため、教師の質があがらないと考えられる。しかし、そういった授業に
関する取り組み方や、教授法については、現在行われている IJT 向けの勉強会
や研修会に参加することで改善することができるだろう。しかし、誤った問題
を作ってしまうというような日本語能力の不足に関しては解決するのは難しい
だろう。そこで、インドネシア人学習者がどのような誤用を生み出しているの
かを実際のデータに沿ってみていきたい。 
 
5.3  日記の誤用分析 
 次に日本語能力不足を減らすため、学習者が作った日記の誤用を抽出し、分
析していきたい。 
 
5.3.1  日記の概要 
 調査対象とするこの日記は、当時学部二年生が作文の授業の課題として書い
ていたものである。書かれていた時期は 2015年の 2 月から 5 月の 3 カ月間にわ
たって出されていたものである。ひとりひとりの詳しいデータは学年が変わっ
ており、収集するのが困難であったが、大学から日本語を勉強し始めた者でお
よそ 2 年間日本語を学習していることになる。また、課題として出されている
ものたが、形式や分量は決めておらず、学習者それぞれが決めて書いている。 
毎日書かれているものもあれば、およそ 1 か月まるまる書かれていないものな
ど、その量はバラバラである。また、内容は日記であるため 1 日の振り返りと
なているが、書く内容は自由であるため、学習者によっては似たような日が続
くこともあった。 
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5.3.2  誤用の抽出  
 データは筆者が打ち込みデータ化したものを用いる。一文ごとに改行し、エ
クセルにまとめたものから、誤用とみられるものを抽出した。抽出した誤用は
大まかにまとめると手書きで書いてあるために起きている、ひらがな、カタカ
ナ、漢字、送り仮名といった表記的誤り、語句の選択の誤りなどの語彙的な誤
り、テンス・アスペクトといった文法的な誤りが見られた。 
 
 
5.3.3  表記的誤り 
それでは学習者が実際にした誤用をみていく。まずは、非漢字語圏であるため、
習得が難しいと思われる漢字や表記の誤用をみていく。 
 
 (1) 【人名】先生の授業で 5 つのグルプを作ったんです。 
  グルプ→グループ 
  (2)そして，弟にロマンジの読みかたを教えてあげました。 
  ロマンジ→ローマ字 
  (3)アイスクリマを食べればいいですね。 
  アイスクリマ→アイスクリーム 
 (4) おばちゃんはちょっと元気になりました。 
  おばちゃん→おばあちゃん 
(1) ～ (4) の例は表記の誤用ではあるが、共通していることは、それぞれ長音
の部分で誤用がみられた。 Maafというように母音を重ねることで長音のような
発音はなじみがあると思われたが、誤りがみられた。また、 (3) のアイスクリ
マ→ムはカタカナの形が似たようなものであることから混同していると思われ
る。 
 
 (6) あ，明は会議があります！ 
  明→明日 
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 (7) 今日の授は企業家とちょうかいと PSB でしたよ！ 
  授→授業 
また、 (6)(7)のように熟語として使われているものの片方を書き落とす誤りも
みられた。このような書き落としはこれらのように漢字一つ丸丸おとすだけで
なく、漢字の一部だけを落とす次のような例もみられた。 
 (8) 今日，作文の授業の中で先週の練習を反されました。 
  反→返 
    (9) 今月，チアンジュルへ出発しました。 
  今月→今朝 
インドネシアは SNS 大国でもあり、日本人と直接接するより、インターネット
上で接することが多いため、書くというのに不慣れというのも原因の一つであ
ると考えられる。 
 
5.3.4 語彙的誤り 
次に語や語句の選択の誤りをみていきたい。 
 
 (10)今晩，父がチアンジュルから，バンドンへ来た。楽しかった。 
  楽しかった→うれしかった。 
  
 (11)全部のグループをロールプレイして，【人名】先生は一番いいグ
  ループを伝えた。Alhamdulillah，私は【人名】ちゃんと一番い
  いグループだ。とても楽しかった。 
  とても楽しかった。→とてもうれしかった。 
 
(10)(11) の例はどちらともうれしかったとするべきところ楽しかったとしてい
る。これは日本語の「楽しい」「うれしい」を混同し選択したと考えることが
できる。加藤（ 2009）「「うれしい」は、自己が対象とインタラクしているさ
まを、認知主体が認知の場外から客観的に認識しているということがほとんど
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意識されない。それに対し、「たのしい」は「うれしい」に比べ、対象をイン
タラクトしている自己は意識されないが、認知主体が認知の場外から客観的に
認識しているということは意識化される 。」 としており、つまり「嬉しいね」
と誰かと共有することができないが「楽しいね」と共有することができないと
いうような違いがある。 
また、「嬉しい」はその時の感情を表し、「楽しい」は持続している感情を表
す。（11）のように他者から褒められた場合、一時的にその感情がおきるが、
楽しかったを用いる場合には「褒められたあとも、何か一緒に行動をしていい
気持ちだ」というような持続性が必要となる。このような違いを理解しておら
ず間違えているとも考えれるが、そのほかには母語の影響も考えられる。 
 『ポケットに入るインドネシア語新辞典』でこの 2 つの単語をインドネシア
語に訳すとどちらとも「 Senang」といった単語に訳される。インドネシア語母
語話者にも確認したところどちらも「 senang」であると答えがかえってきた。
インドネシア語と日本語との意味範疇が異なっていることがこの誤用の原因で
あると考えられる（図５ ）。  
 
 
 
 
 
              図５ 「うれしい」「たのしい」と「 senang」の意味範疇 
 
また、同様な例として「寒い」と「冷たい」もあげることができる。 
誤用例として以下の（12）の例を見てみる。 
  
 (12)今朝の水は本当に寒いでした。 
  寒いでした→冷たかったです。 
 
うれしい  たのしい 
           Senang  
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 寒いでしたというイ形容詞の活用のミスもあるが、それよりも注意すべき問
題となるのが、「寒い」と「冷たい」の混同である。インドネシア語に訳すと
どちらも「 dingin」となる。「寒い」は気候を表すもので、水が冷たいといっ
た物質の温度が低いという用法では使うことができない。しかしながら、イン
ドネシア語ではどちらの用法でも使うことができるため、このような誤用が起
きている。これも用法の使い分けがあると知っていれば難しくないが、知らな
いと気づくことができない誤用である。 
 
 
 
 
 
 
 
            図 7  dinginの意味範疇 
 
5.3.5 文法的誤り 
 （13）今日は大学へ来ませんでした。 
  来ませんでした→行きませんでした 
 (14)今日じゅうたいしたから、 7 時30分に大学に来った。 
  きった→着いた 
 (15)じゅぎょうに来ませんでした。 
  来ませんでした→行きませんでした 
  
(13)～ (15)は「来る」を用いた結果誤用となってしまった例である。 
インドネシア語では、「行く」は「 pergi 」「来る」は「 datang」と使い分け
がされている。また、「着く」についても「 sampai」「帰る」も「 pulang」と
さむい つめたい 
           Dingin  
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いうようにそれぞれ対応する語があるため、それぞれの単語が混同しているこ
とは考えづらい。 
 次の (16)(17)も「来る」を選択し、誤用となっている例である。 
 （16）今日じゅうたいしたから、 7 時30分に大学に来った。 
  →今日渋滞したから、７時30分に大学に着いた。 
 （17） 8時に（地名）に来ました。 
  → 8 時に（地名）に着きました。 
 
 
一方で 
 （18）10時20分言語学概論がありましたから、私は10時に大 
 学へ行きました。 
 
 （19） 3 時はんに大学へ会議に行きました。 
 
 （20） 8 時に私は学校へ行きました。 
 
 （21）つまらなかったので Angel さんといっしょにケーキ屋さんへ行
  きました。 
 
 （22）だから、おじさんとおばさんも仕事へ行きました。 
 
（18）～（22）の例を見てみると、これらは「行く」を正確に使うことが出
来ている。これらの例は全て「へ＋行く」になっており、学習者は「へ＋行く」
をユニットとしてかたまりを形成していると考えられる。 
 (13)～ (17)のように「来る」を選択して間違える例が良く見られるのは『ポ
ケットに入るインドネシア語新辞典』を見てみると「 pergi 」 ( 行く ) は「ke」
（へ）と結びつきが強く、助詞の「に」にあたる「di」と一緒に「 pergi di」
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といった用法はなく、「帰る」にあたる「 pulang」も「ke」と使っている。
「着く」にあたる「 sampai」は「di」と使われる。しかし、「来る」にあたる
「 datang」は、 
「日本からくる」 datang dari Jepang.  
「もしバリ島へ来たら」 Kalau dating ke Pulau Bali.  
「大阪にようこそ」 Selmat dating di Osaka.  
というようにそれぞれ「から」「へ」「に」にあたる助詞と使われる。 
そのため、助詞を頼りに動詞を選択した結果「来る」を選択することが増え、
誤用となってしまっていると考えられる。 
 
（23）（人名）先生の授業で 5 つのグループを作ったんです。 
 
（24）あ，今日はお父さんにアイスクリーム買ってもらったんです！ 
 買ってもらったんです→買ってもらいました 
 
（25）私はバンドンのみちぜんぜんしらなかったからほんとうに困ったんです。 
 困ったんです→困りました 
 
（26）私の体とってもつかれたんです。 
 疲れたんです→疲れています 
 
(27) 今日は大学へ遅刻してしまったんでした。 
 してしまったんです→してしまいました 
 
また、次の（23）～（27）の例を見てみると「～んです」という表現がみ
られる。（23）のような単なる事実を述べる際に日本人はあまり「～んです」
という表現を使わず、単に「作りました」という形で文を作る。稲葉（ 2004）
では、物語を口頭で発話させる調査でこのような「～んです」の学習者と母語
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話者との使用傾向の違いを明らかにしている。学習者は主人公の気持ちや内的
側面を表す部分において「～んです」という表現を使っているのに対し、母語
話者は同じ場面において、ほとんど「～んです」を使わずに物語を作っている。 
(24)～ (25)の例も稲葉のいう学習者の使用傾向にちかいと考えられる。 
（24）のアイスクリームを買ってもらったというのはただの事実であるとも考
えられるが、アイスクリームを買ってもらうという恩恵を受け嬉しいという気
持ちを表している。 (25)の例についても道を全然知らないからまさに「困った」
という気持ちを表しているため、「んです」を使用している考えられる。 (26)
の例も疲れたという話者の気持ちを表しているため、「んです」を使用したと
言える。 (27)の例も遅刻して申し訳ないという残念な気持ちが現れており、
「んです」の使用をしていると考えられる。以上のように稲葉（ 2004）の例と
同様の学習者特有の使用傾向として考えることができる。 
これらのような誤用が多く現れているものの、一番多くみられた誤用はテンス
の間違いであった。特に多くみられたのは、「過去形」にすべきところを「非
過去形」のままで書くというものであった。 
 
  （28）今は 04.00 時に起きます。→今日は 4 時に起きました。 
 
  （29）私は 06.00 時に起きます。→私は６時に起きました。 
 
  （30）今日は 06.30 時に起きます。→今日は６時３０分に起き
   ました。 
 
  （31）私のいとこも学校へ行きます。→私のいとこも学校へ行
   きました。 
 
   （32）そうじをしたり、シャワーをあびたり、食べま
    す。→そうじをしたり、シャワーをあびたり、
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    （ご飯を）食べました。 
 
  （33）それから、テレビを見たり、食べたり、勉強します。→
   それからテレビを見たり、（ご飯を）食べたり、勉強
   しました。 
特に (28)～ (30)は日記の冒頭部分に書かれており、その日の始まりのことであ
る。日記は通常夜に書かれるものであり、当然朝起きたのは過去の出来事であ
るといえる。しかしながら、なぜこのような誤用が起きているのだろうか。 
一つの要因として考えられるものは、インドネシア語には時制による語形変化
を起こさないということである。 
例えば「 Budi datang. 」という文は「ブディは来ます。」「ブディは来ま
した。」「ブディは来るでしょう」のどれにもなり得る。動詞「 datang」
（来る）の形はかわらず文脈によって時制が変わってくる。より明確に時
制を示したい場合には「minggu lalu」（先週）「 sekarang」（今）などの
時を表す語や「 akan」（～する予定だ）「 sedang」（～している最中）な
ど時制の助動詞を用いる。 
（ INJ カルチャーセンター www.indonesia.co.jp/bahasa_indonesia/） 
 つまり、インドネシア語では過去のことを表すのに語形変化を伴わないため、
日本語の文においても過去形に変えずに用いてしまっていると考えられる。 
また、違う可能性を考えると、単なる共起関係を優先していることも考えるこ
とができる。 (28)の文には「今」（もしくは今日）という非過去を表す語が現
れている。非過去を表す語であるから、それを過去形と用いるのは変であり、
文末を過去形ではなく、非過去形にしたのではないか。 (30) も「今日」とい
う語から過去形ではなく非過去形を選択した結果、誤用となったとも考えられ
る。 
 しかしながら、（28）（30）のように時を表す語を用いておらず、 (29)のよ
うにそのまま非過去形で書かれているものが多くみられた。文末におけるテン
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スの誤用は全部で46文にみられた。過去形にすべきところを非過去にしている
文は38例みられた。 
 野田（ 2001）では、共起に関する難易度仮説として「内外条件」というもの
を示している。この「内外条件」というのは文の中だけで決まる対立はやさし
く、文の外の情報で決まる対立は難しいとしている。 
まさにこのテンスの使い分けというのは内外条件のうちやさしいほうに分類さ
れ、比較的習得しやすいものであると考えられる。しかしながら、さまざまな
誤用の中で一番多く出現している。これは、インドネシア人学習者がテンスが
苦手であることを示唆するものであるが、単に時制による語形変化を伴わない
言語だから、日本語の文を作る時に過去形にしないとは考えにくい。テンスに
比べ比較的出現しにくいとされるアスペクト表現をよく出しているため、語形
変化の意識は薄いと言えるが、他の原因を考えることも必要かと思われる。 
インドネシア人日本語学習者は、パフォーマンス力が高く、一見理解度が高く
見えるが、細かい部分の理解が足りていないことがある。口頭での調査であれ
ば、ここまで目立ったものにならないとおもうが、そうした細かい部分を改善
することができれば、日本語能力不足も解消に向かうはずである。 
 
 (34)授業の前にいつもショーテストがありましたから、私友達と教室
  で復習をしました。→授業の前にいつも小テストがありますか
  ら、私は友達と教室で復習をしました。 
(34)の例は授業の前にいつも小テストがあるという習慣について述べてい
るので、ありましたというように過去形にするのでなく非過去の形で書くべき
である。これは、前といった語が過去形を使わせた要因の一つかもしれないが、
習慣態というアスペクトは気づきにくいのかもしれない。 
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６．まとめ 
 以上のように UPI の学生がおこなっている日本語・日本文化に関する活動と
日記の誤用分析から、日本語教師力、日本語能力の向上に役立てるために考察
をおこなった。 
 日本語・日本文化に関する活動においては、 UPI の日本語学科という小さい
中で、インドネシアが直面している日本語教育事情と類似した状況を垣間見る
ことができた。インドネシアの日本語教育事情において深刻な問題となってい
るのは、教師不足と IJT の日本語能力不足からなる悪循環である。教師不足は
IJT の知識のインプットをさせる余裕を奪い、日本語能力向上の大きな障害と
なっている。そうした、日本語能力が高いとは言えない IJT を助けるための研
修が行われているが、日本語能力が研修のレベルに追い付いておらず、有効な
研修と言いにくい。教師不足を改善することは、経済の都合もあり、見込みが
ないため、どうにか日本語能力を向上させようとしているが、教師不足が改善
しない限り、非正規 IJT に余裕はできず質の向上を見込むのが難しい。 
 そこで、 UPI や他の大学で日本語教師を志しているものを対象に質の向上を
狙い、 IJT 全体の質を上げていこうという提案である。そのために、 IJT とし
て未完成のまま野に出る前に、きっちりと力をつけてから世に出るべきであろ
うと考える。そのためには、最低限日本語能力の不足を無くすための研究が必
要である。その研究の一環として、自分たちの行動、能力を見直すところをス
タート地点として、直すべき点は何かというのを自覚し、自身の成長に役立て
てもらいたいと思っている。 
 そのため、もう一度、 UPI の学生がおこなっている活動の良いところと改善
すべき点を挙げる。 
以下は評価すべき点である。 
・擬似的な教師体験ができる 
・指導の工夫等、考える時間が確保できる 
・自身の至らない点を確認しやすい 
以下は改善すべき点である 
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・修正しあえる意識づくり 
・ネイティブチェックを受けるなど数少ないネイティブの有効利用 
・ミスを放置しない 
また、こうした擬似教師体験だけでなく、自身の日本語力の底上げも同時に行
っていく必要がある。研修や勉強会を通して、日本語力の向上を目指している
が、実際は、早急な日本語能力向上が望まれる非正規 IJT があふれている現状
に目を向ける必要性がある。日本語能力をあげるために必要な事として、自覚
がある。苦手なものを自覚することにより自身に必要なものが何か気づくこと
ができるだろう。 
 そこで、学習者の日記を分析することで苦手なものがなにか明確にすること
により、自身が注意することができるため、日本語力の向上にもつながる。    
以下に、日記の分析を通して誤用とその原因をまとめる。 
 
・たのしい、うれしいの混同→インドネシア語「 senang」との意味範疇の差異 
・さむい、冷たいの混同→インドネシア語「 dingin」との意味範疇の差異 
・来るの誤った使用→動詞と助詞のユニット形成 決まった助詞ではない 
・「んです」の過剰使用→気持ちを表現する際に使われやすい 
・テンス→時を表す語とのユニット形成  
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修正対応表 
番
号 
ペー
ジ 
行 【誤】 【正】 
１ 
 
６ ６ 活動内容の決め方 活動内容の決め方に関して
聞き取りをおこなった。 
２ ９ 20 二時間の活動ので 二時間の活動の中で 
３ 10 11 日本の自己紹介 日本語での自己紹介 
４ 12 5  担当者が作成した問題であ
り、 
担当者が作成した適語選択
の問題であり、 
５ 21 11 書くというのに不慣れ 日本語を手書きすることに
不慣れ 
６ 28 13 パフォーマンス力が高く 口頭表現などのパフォーマ
ンス力が高く 
